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論文内容の喪皆

背景 他者の表情や行動から相手の情動や意図を盤解・推測する機能である社会的認知機能は，集団内における適切な関係

性を構築する上で重要な役割を持つ凶社会的認知機能は典型的iこは対象が同種である場合lこ活性化するがg ヒトとイヌとの

互恵的関係に見られるように，ヒトむ場合は社会的認知機能を累積に対しでも拡張してきた.このことから，累積に対する

社会的認知機能を担う神経基盤が存在すると考えられたそこで本研究ではヒトとイヌの両方に社会的関係牲を持っている

ヒト(愛犬家)の顔認知機能に着問L.何事華(ヒト〕と奥積(イ其)Iこ対する社会的認知機能を表象している神終基盤を明

らかにするために行った調

方法 愛f;.家に，自身の家族の顔写真・自身の飼い犬の顔写真，対照として事前iこ覚えてもらった人の顔写真・事前に覚え

てもらった犬の顔写真を MRIスキャナ心中で見てもらい，そのときの脳活動を測定した.さらに被験者が日常使用する見

慣れた白分の物(携帯電話など)，対照として事前に覚えてもらった他人の物をMRIスキャナの中で見てもらい，そのとき

の脳活動を測定した調得られた機能幽像は呂PM2を用いて体動補正 aEE間的智滞化・統計処理を行った調また，各被験者の

飼い犬からの情緒的サポートと家族からの社会的サポートを質問紙法により数値化した

結果 吻腹担u前帯状回が自身の家族と自身の飼い犬の顔写真を見たときに共通して有意に強い活動告示した.さらに，自身

の飼い犬からの情緒的サポート尺度得点とこの部位の活動との間に有意な正の相関が認められた，また，尾側前帯状向が自

身の家族に特異的に有意に強い活動を示L.その活動は自身の家族からの技会的サポート尺度得点との簡に有意に相関した

これらに対して，単に見慣れた物では前帯状回む有;意な践活はJi!.られなかった.

考察 単i己日常使用する見慣れた自分の物，すなわち社会的関係性のない物では前帯状回の有意な賦活は見られなかったこ

とから，木研究で示された吻腹側前帯状回と態調U前帯状闘の賦活は社会的関係性1:関与しておりg 前者が悶種と奥種1:共遜

した社会的認知機能に，後者がi司j種に特巣的な社会的認知機能1<:関与していると考えられる a

まに既存の研究から前帯状屈は解剖学的にも機能的iこも吻腹il!U部位とF塁側部位とに分けちれる己とが示されており，吻

腹担u昔st立は情動的側面に，尾額u部付。は分析的側面を担っていることが示唆在れている砂本研究で唆1腹側前帯状回の活動が情

緒的サポート尺度点数と比例し，尾側前帯状回の活動が社会的サポート尺度点数と比例したことからz 吻腹側前帯状回と尾

側前帯状回はそれぞれ，社会的認知機能の情動的側面，分析的側面を担っていると考えられる a

結論 社会的認知機能は対象が異種か同種かによって前帯状回の異なった部位で表象されることを示した.また，ヒトの社

会的認知機能は解剖学的にも機能的にも階層的性質を有することが示唆された，
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論文審査の結果の裏蜜

社会的認知機能は，他者の表情や特性かち相手の情動や意図を理解・推測する機能であり，集団内における適切な関係性

を構築する上で重要な役割を持つ園典型的lこは，社会的認知機能は対象が同種である場合に働くが， ヒトとイヌとの互恵的

関係に見られるように，ヒトの場合は社会的認知機能を異種に対しでも拡張してきたこのことから，異議に対する社会的

認知機能を担う神経基盤が存在すると考えられた そこで本研究はヒトとイヌの両方に社会的関係を持っているヒト〈愛犬

家〕の議認知機能I~着問l，.同種〈ヒト〉と異種(イヌ) I~対する社会的認知機能I~関連している神経基盤を明らかにする

ために行った.

その給果，吻腹個tl前帯状闘が同種〈ヒト)と異種(イヌ)Iこ共通した社会的認知機能iこg 尾置tl前帯状回が同種(ヒト〉に

特異的な社会的認知機能に関与していることを示したa また心理尺度点数との栴関解析から，吻主主iI1tl官官帯状回と濯{御j前滞状

回はそれぞれー社会的認知機能の情動的側面，分析的側面に関与していることを示したa

これらの結果から， ヒトの社会的認知機能は対象が累積か向積かによって前帯状回の異なった部fなで処理され，解剖学的

にも機能的にも階層的性質を有していると結論付けた調

以上の研究は，ヒトの社会的認知機能における解剖学的および機能的性質の解明に貢献し，神経科学の発震に寄うすると

ころが大きい.

したがって，本論文は博士〈医学)の学位論文として価値あるものとして認める.

なお，本学位授与申請者l丸平成時五手 12月1告白実施の論文内容とそれに関連した試問を受け，合格と誌、められたもので

ある調




